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日本百街道紀行
街
道
と
ま
ち
づ
く
り

奥
州
街
道

第
19
回

都
人
の
憧
れ
の
地『
み
ち
の
く
』

　

元
禄
２
年（
１
６
８
９
年
）３
月
、
松

尾
芭
蕉
は
、
門
人
曾そ

ら良
を
伴
い
、
東
北
、

北
陸
の
旅
に
出
立
し
た
。
旅
の
目
的
は
、

古
来
多
く
の
歌
人
た
ち
に
よ
っ
て
和
歌

に
詠
ま
れ
た『
歌
枕
』ゆ
か
り
の
地
の
探

訪
に
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
時

の
記
録
が『
お
く
の
ほ
そ
道
』で
あ
る
。

　
『
歌
枕
』
に
ゆ
か
り
の
地
は
、
山
城
、

大
和
、
近
江
な
ど
都
に
近
い
所
に
多
く

あ
っ
た
が
、
次
に
多
い
の
は
東
北
地
方

の
陸
奥
・
出
羽
で
、
都
人
に
と
っ
て
の

未
知
の
国『
み
ち
の
く
』は
一
種
憧
れ
の

地
で
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

『
古
今
集
』源
融
の
名
歌

　

福
島
市
の
中
心
市
街
地
に
そ
び
え
る

信し
の
ぶ
や
ま

夫
山
の
麓ふ

も
とか
ら
阿
武
隈
川
の
文も

ち
ず
り

知
摺

橋
を
渡
っ
た
先
に
文
知
摺
観
音
堂
が
あ

り
、
境
内
に
は『
文も

ち
ず
り
い
し

知
摺
石
』が
残
さ
れ

て
い
る
。

　
み
ち
の
く
の
し
の
ぶ
も
ぢ
ず
り
誰
ゆ

ゑ
に
み
だ
れ
む
と
思
ふ
我
な
ら
な
く
に

　

古
今
集
の
名
歌
で
知
ら
れ
た
歌
枕

『
信し
の
ぶ
も
ぢ
ず
り

夫
捩
摺
』ゆ
か
り
の
石
で
あ
る
。

　

作
者
の
源
み
な
も
と
の
と
お
る

融
は
、「
源
氏
物
語
」の

光
源
氏
の
モ
デ
ル
と
も
い
わ
れ
る
貴
公

子
で
あ
る
が
、
貞
観
６
年（
８
６
４
年
）、

東
北
の
名
勝
地
を
巡
る
旅
で
『
文
知
摺

石
』
に
も
訪
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
歌

枕『
信
夫
捩
摺
』は
、
源
融
以
降
も
、
藤

原
定
家
や
松
尾
芭
蕉
、
正
岡
子
規
な
ど

日
本
を
代
表
す
る
歌
人
た
ち
に
時
代
を

超
え
て
詠
い
継
が
れ
て
き
た
。

福
島
は
奥
州
街
道
の
要
衝

　

私
事
で
は
あ
る
が
、
松
尾
芭
蕉
に
倣

い
、
東
京
深
川
か
ら
『
お
く
の
ほ
そ
道
』

を
歩
い
て
い
る
。
東
日
本
大
震
災
の
発

災
に
よ
り
文
知
摺
観
音
ま
で
で
中
断
し

て
い
る
状
況
で
は
あ
る
が
、
街
道
を
歩

い
て
感
じ
た
の
は
、
一
部
に
消
滅
し
た

個
所
も
あ
る
が
、
拡
幅
や
線
形
の
変
更

は
あ
っ
て
も
、
芭
蕉
が
歩
い
た
当
時
の

ル
ー
ト
が
意
外
に
残
っ
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
あ
っ
た
。

　

福
島
市
は
平
均
海
抜
60
ｍ
前
後
、
周

囲
を
山
に
囲
ま
れ
た
盆
地
で
あ
る
。
こ

の
信
達
盆
地（
福
島
盆
地
）は
、
古
代
に

は
湖
で
あ
っ
た
と
さ
れ
、
信
夫
山
か
ら

湖
水
地
方
に
吹
き
降
ろ
す
風
に
因
み
、

吹
き
島
＝
福
島
に
な
っ
た
と
い
う
地
名

由
来
の
伝
承
が
あ
る
。

　

陸
地
化
し
て
以
降
、
一
帯
は
「
杉
妻

荘
」
や
「
杉
目
荘
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
。

天
正
18
年
（
１
５
９
０
年
）、
蒲
生
氏
が

今
の
福
島
県
中
通
り
と
会
津
を
支
配
す

る
よ
う
に
な
る
と
、
伊
達
氏
の
旧
領
信

達
二
郡（
信
夫
郡
と
伊
達
郡
）は
、
配
下

の
木
村
氏
に
与
え
ら
れ
て
、
木
村
氏
は

大
森
城
に
入
っ
た
後
杉
妻
城
に
移
り
大

森
城
下
に
あ
っ
た
柳
町
・
荒
町
・
中
町
・

本
町
な
ど
も
移
転
さ
せ
て
新
た
な
城
下

町
を
整
備
。「
福
島
」と
名
付
け
た
。

　

信
達
地
方
に
は
、
木
村
氏
以
降
、
上

杉
、
本
多
、
堀
田
、
板
倉
の
各
氏
が
入

り
、
一
時
は
天
領
に
も
な
っ
て
い
る
。

　

杉
妻
城
や
大
仏
城
と
も
呼
ば
れ
た
福

島
城
は
、
今
の
福
島
県
庁
付
近
を
中
心

『
歌
枕
』の
地
　
福
島

新
た
な
街
道
の“
宿
場
町
”を
目
指
す

福ふ
く
し
ま島

市
長（
福
島
県
）　
小こ

ば
や
し林

　
香か

お
る

文知摺石
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に
築
か
れ
て
い
た
が
、
県
庁
敷
地
の
南

西
側
に
は
当
時
の
土
塁
の
一
部
が
残
っ

て
い
る
。

　

福
島
城
下
に
は
、
阿
武
隈
川
舟
運
の

福
島
河
岸
や
船
場
河
岸
が
拓
か
れ
、
奥

州
街
道
と
奥
州
街
道
か
ら
分
岐
す
る
米

沢
街
道
や
会
津
街
道
、
相
馬
方
面
へ
延

び
る
中
村
街
道
な
ど
も
あ
っ
て
、
水
陸

交
通
の
要
衝
で
あ
っ
た
。

新
た
な
街
道
と
ま
ち
づ
く
り

　

福
島
県
の
太
平
洋
沿
岸
に
位
置
す
る

相
馬
市
か
ら
内
陸
部
の
伊
達
市
、
桑
折

町
を
経
て
、
東
北
の
縦
軸
で
あ
る
東
北

縦
貫
自
動
車
道
を
経
由
し
、
県
境
を
越

え
た
山
形
県
米
沢
市
、
さ
ら
に
は
秋
田

県
横
手
市
ま
で
の
総
延
長
２
６
８
㎞
を

「
東
北
中
央
自
動
車
道
」と
し
て
、
現
在

整
備
さ
れ
て
い
る
。

　

平
成
23
年
３
月
11
日
に
発
生
し
た
東

日
本
大
震
災
に
お
い
て
は
、
内
陸
部
の

福
島
市
と
、
沿
岸
部
の
相
馬
市
を
結
ぶ

横
断
道
路
が
寸
断
さ
れ
、
避
難
、
支
援

物
資
の
搬
入
な
ど
に
大
き
な
影
響
を
も

た
ら
し
た
。
震
災
後
、
改
め
て
イ
ン
フ

ラ
の
重
要
性
が
認
識
さ
れ
、
相
馬
か
ら

東
北
縦
貫
自
動
車
道
ま
で
一
部
事
業
化

が
進
め
ら
れ
て
い
た
区
間
に
つ
い
て
は

「
復
興
支
援
道
路
」
と
位
置
付
け
ら
れ
、

こ
れ
ま
で
に
な
い
ス
ピ
ー
ド
で
事
業
が

進
め
ら
れ
て
い
る
。

　

一
方
、
東
北
縦
貫
自
動
車
道
か
ら
接

続
し
、
福
島
と
米
沢
を
結
ぶ
東
北
中
央

自
動
車
道
は
、
大
雪
や
大
雨
の
影
響
を

受
け
る
現
道
に
代
わ
る
道
路
で
あ
り
、

初
代
山
形
県
令
で
あ
っ
た
三
島
通
庸
に

よ
り
作
ら
れ
た
万
世
大
路
（
現
国
道
13

号
）
の
第
４
世
代
の
道
路
と
し
て
整
備

さ
れ
、
平
成
29
年
度
の
開
通
が
予
定
さ

れ
て
い
る
。

　

古
来
沿
岸
と
内
陸
部
を
結
ぶ
街
道

は
、
地
域
の
生
活
、
文
化
の
繁
栄
に
大

き
く
寄
与
し
て
き
て
お
り
、
復
興
支
援

道
路
を『
現
代
の
街
道
』と
み
な
し
、
沿

線
地
域
が
手
を
携
え
て
連
携
と
交
流
に

よ
る
繁
栄
を
目
指
す
考
え
で
あ
る
。

　

復
興
支
援
道
路
が
供
用
さ
れ
れ
ば
太

平
洋
沿
岸
部
ま
で
の
所
要
時
間
が
１
時

間
以
内
と
な
り
、
海
の
な
い
本
市
に
お

い
て
も
、
港
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。

　

さ
ら
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
縦
軸
を
中

心
と
し
た
物
流
の
み
で
は
な
く
、
横
軸

と
の
交
差
に
よ
る
南
東
北
の
ハ
ブ
的
な

立
地
条
件
を
生
か
し
、
街
道
で
い
う
宿

場
町
の
よ
う
な
、
活
気
あ
る
ま
ち
を
目

指
し
た
い
と
思
う
。

全
国
街
道
交
流
会
議 

「
福
島
大
会
」の
開
催

　

来
た
る
11
月
11
日
に
は
、
第
11
回
目

と
な
る
全
国
街
道
交
流
会
議
全
国
大
会

「
福
島
大
会
」
を
開
催
す
る
こ
と
と
な
っ

て
い
る
。「
福
島
大
会
」
は
、
新
た
な
街

道
と
な
る
東
北
中
央
自
動
車
道
と
相
馬

福
島
道
路
等
を
連
携
・
交
流
軸
と
し
て
、

圏
域
の
魅
力
と
可
能
性
を
全
国
に
向
け

発
信
し
、
各
地
域
の
自
然
・
歴
史
・
文
化
・

産
業
を
生
か
し
た
広
域
交
流
に
よ
り
地

域
づ
く
り
に
貢
献
し
て
い
く
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
る
。

　

実
行
委
員
会
を
構
成
す
る
福
島
市
、

相
馬
市
、
伊
達
市
、
米
沢
市
、
桑
折
町

を
あ
げ
て
歓
迎
す
る
所
存
で
あ
り
、
皆

さ
ま
の「
福
島
大
会
」へ
の
ご
参
加
を
心

よ
り
お
待
ち
申
し
上
げ
る
。

現在の奥州街道（旧国道4号）

　

奥
州
街
道
は
、
奥
州
白
河
を
起
点
に
現

在
の
青
森
県
三
厩
に
至
る
八
十
九
次
の
街

道
で
あ
る
。

　

羽
州
街
道
と
並
ぶ
近
世
奥
州
の
幹
道
で

あ
る
。
古
代
の
東
山
道
や
中
世
の
奥
大
道

の
道
筋
を
踏
襲
し
、
各
宿
駅
の
町
割
や
道

が
確
定
さ
れ
て
近
世
初
期
に
街
道
沿
い
の

藩
に
よ
り
整
備
さ
れ
た
。

　

整
備
に
あ
た
っ
て
は
、
大
名
の
参
勤
交

代
路
と
な
っ
た
幹
道
整
備
が
優
先
さ
れ
、

次
に
領
内
道
の
整
備
が
取
り
組
ま
れ
た
。

　

奥
州
街
道
を
参
勤
交
代
路
と
し
て
利
用

し
た
松
前
・
奥
羽
の
大
名
は
、
文
政
５
年

（
１
８
２
２
年
）
当
時
二
九
家
で
あ
っ
た
。

こ
れ
は
、
中
山
道
に
匹
敵
す
る
大
名
数
で

あ
る
。

一
口
メ
モ

奥州街道

企
画
協
力: 

全
国
街
道
交
流
会
議
「
街
道
交
流
首
長
会
」

福島

福島県

猪苗代湖

奥州街道
須賀川

二本松

白河
矢吹

本宮

桑折

郡山

白
河
か
ら
三
厩
を

八
十
九
次
で
つ
な
ぐ
一
大
幹
線


